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10. 鶴のワクモの殺虫剤によ~る駆除試験 北岡茂刀 ･欠l:5'ryJ荘 (家許,･ni止胡脚,1,1与は 山耶-釈

紀宝)33.2.20受理

苅缶内に盟舛する73モ (Derma,,ysstLSgall･-,'ae)は,mを入れたま mゝhをユI木として.malzl･
thionの 0.025%,Neguvonの 0.05%, alletIlrinの 0.017%, Kelthaneの 0.13,09'以上の孤

児の乳剤を撒布することにより尉除された.

ま え が き

拭が回では荘mが汚産の円に占める比jEが甚だ大き

いにもか わゝらず,タ怖 生出たよる被告の実体はほと

んど知られていない.このことは顕著な症状を示し比

願的急性の超過を取る病Jii(以外は,全体としては被告

が大きくても調盃やrjJ'按の対故ときれなかった結果で

あると考えられる.アメ′リカにおいては外布生虫によ

る家内の蚊告は,全家内の疎んの病矧こよるもののう

ちで虎も大きく,総被告金街の 20% にも適し細乱

ウイルス矧 こよる家内の被告は合計してもその半分に

も満たないのであるIl).日米とも家内の大部分はmで

あって,両者の外寄生虫相が殆んど非泣することや.

その韮mの相対的規模を考慮すれば,以上の数字に近

いものを我が国の場合に想定しても決して大きな誤り

はないものと考えられる.

苅ゐ外寄生虫として虫も詔要なものはワクモ Der-

manyssusgallinae(DeGeer)で,各地でかなりの

被告が見られ,特に大規模飼育の場合にはそのダニの

根絶は容易ではない二夏期における一世代は甚だ'短か

いため.たちまちのうちに全7:Q合に脚流し,主として
校RfJに吸血し.そのため雛はしばしば苑死し,産卵約
の超卵を著しく低下させ,又鶏泣,買73スピロヘータ等

の伝招者となると考えられている.

ワクモの駅除には古くからクレオソート,硫酸ニコ

チン等.がmいられていたが,郡二次大槻後にはDDT7),

rHIClB)がこれに加わり,その後和々の殺山剤が溺み

られわ.MoorcIII皮 Schwardi12,は 18郎糊の湖
山剤のワクモに対する効力rl,比雌し.その内DDT4,00'.

DDT4/oQ'+y-13flC0.25,00',硫恨ニコチン4,03+y-
73HC0.25%,malathion1,Qo/乳剤,̂JT言がILlも喋れた約

穴を示すことを明 らかに した.その後 Furman&

Weimann3㌧ Raum15)･三割まmalathionの 1,0.'又は

3,% 乳剤が極めて良い効果をあげることを円価認した.
その他我が国にも分相する近似の トリサシダニOrni-

EhonyssussyrviaT'um (Canestrini& Fanzango)

はアメt)カにおいてはワクモより馳 こ桃uが多いもの

と見え,朝出剤による耶除試験は泡かに多数統胎 され

ている.

本細においてはワクモに対する印々の殺山刑の放出

効果を比較し,粒缶内に校瓜するワクモを駆除するた

めの実用的有効氾l]i:,l'e決定することを主将とし,それ

らの実験結果について述べる.

本文に入るに先だB･.実験のための場JVrを捉鵬され

災験期間中は終始的大なる御支援を附しまれなかった

安藤俊雄,久93のfLTdlh 供試薬剤を捉眺された出非検

韮所生物訊 住友化学工業株式会社,日本特殊凸紫劉

迫株式会社等の方々に拝謝する次節である.

央 験 方 法

予郎実験 :糾合和布のための殺虫剤の通用氾IAl. 及

び相対的効力の目安を知るため,paratLi王on(20,00'),

Trithion (S-(タ･chlorophenylthio)methy10,0･

diethylphosphorodithioate)(10%),Chlorthion(

50%),malathion(50%),y-BHC(10,%'),DDT(30

%),dieldrin(24%),aldrin(21%),Kelthane(10%

),Chlorobenzilate(10%),硫位ニコチン(40,00/)の乳

剤製品とN色guvon(_0,0-dimethy12,2,2ltrichloro･

1･hydroxyethyl-phosphonate)(工又別品G.lJ'LTLTJ)の
ユoe-104倍の稀釈紋を作り,桁 9cm のシャーレ円の

折紙上に,寛古今から抹ガル てきた各令川の81!じT:ワク

モのnl的 (約五'LTI匹)を藷写し,以上の万別 t剤の柿別状

1ccをガラス嬰法スプレイヤーで招-/Jiした絶,針で多数

の小孔を【糾ナたビニール･シー トをかぶせ, 輪ゴムを

かけ,300CtLi出mFllにZrは 24日.'jrL.'lJ筏の災死守!Tl,見た.
純近しは2回行なった.ダニの仰FT休のIri扱い方班や,
令肌 吸血状態を一様に揃えることが越だ囚難なため,

殺虫効果は双眼顕微鏡下で,100%,90,00/以上,約半

軌 10% 以下,0% の 5段脚 こ区分して観訳した.

従ってあく迄も予僻天敵の段階に止め立入った考矧 ま

朝出剤名称はJ.Econ.Ent.50,226(1957)によ
った.
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/ljわなかつた.

即叶ノ1醗 :lrtjf回了の一題丈ソ姐を.式鹸仙とし,JUIPl･'i2

4f･:(]957)7JJ巾十UからLOJjrfl旬までの3ケJ】のIl'lJに

火施した.爵1-斜 ま節1図 のTJ'):,Lに ′)､Tと)!1-31-'lJt

バ J/リーTJ舎で,同一廃船とjJVl辺の6ItnJのもの 10t≠
12ft.Uのもの1枚が,益封場内に摘側をrL'JjL､て2列に抽

んでいる.一13互'ltには撒花の-叩位とした2h'il(3.64m)

JI川棚が/iされている,奥行は2尺,TT'.ほ は約62Jヾで

ある.3)くrFLJf鵬の lLズ両内にはI'｢也レクホンを主体と

する三元雑kE.またはプリマス ･Uツクが 4;i;jずつ入

れられていたが,Ji版火此胤IハJには駄瓢湖汰の鮎果,

平均2.8IJ)J,企;A))数として約 1200羽のJ71E卵亮王が飼育

されていた.

:_ ー｣｣__ ⊥ /L fJ .I

胃 芋 T- :_]

巴 空 ≡ 芋 蔓 ≡ 聖望 .≡≡ ≡ 驚喜聖ごま
海 賀 表 書 岳 岳 i ii iiiiiiiiiiiSl■叫±±±竺三･1聖書≡式 芋茎
｣ _,､..∩....ホー

=二二 ~車 ~=垂 苧

il- ･⊥二･･=:･-iーニー~.- t
.___-■一穴コ

Fig.1. Oneunitofb,.tterychicken

housesprayed.

tLt試兆剤としては予,iif'J:実験で用いたものの内から,

mahthion, Chlorthion, Neguvon, alle_thrin,

Clllorobenzilate, Kelfhaneの6和 を退び,柾々の

拙JRに櫛秋し,軒芯5升(9L)の手動式撒仰冊を)机､,

その一杯iLtを灸三舎2FElrdFi'dl稲に粒が入ったま 釣ゝ合を主

体として撒桁した.この撤(flinによって抽 出の上山を

除き,斜角全休が一様に充分H.;:れ,針の休にもある樫

JiEかけることができる.

凱舎内におけるワクモの繁雑状態と,搬出剤撒布後

のその佃休数の変化は,.拭験区に於ける殿舎の蛭間ワ

クモの災 り32,:iい柱,枕木,伐木の隙ILuや裏側,発受板,

給餌雛の下川等を調べ,総括的にワクモ感染度を次の

5F'it府の折班で表わした.

0･･･./171:佃休は全く発見されない.
1････iI'fJJfにより小数個体を発見.

2････Il'細 /ゝJ:小腿塊 (数百匹)がLユられる.

3--かな1)大きな災塊 (教千匹)がJgTr々 にLJ.られる.

4･･-大 きな災塊 (数万匹)も見られる.

ワクモ.111塊 1gは約2万ないし2万5千の汎 幼ダ

ニ,節tr.:9ニ (protonymph),郡21'.=ノZニ(dcuLo-
nymph), J戊カニより成り, は＼その､l'-&J/は卵であ

ら lo).
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叉l･介にむけろ JI/f･感染))i'は撒仙lTjと撒仰後 1,2,

3,7.10川I, ,-Eの後約 10r=lごとに2ケノ]仙 こわ
たって郎舶Fi観官くした.恕山剤撒何は順次教区l叶T'っ
LJ<'施し.他のか咋撤rrJH<を.打照!とした.対照区において

Iまその仙JL.小川こ.r)･'/モ!･.iQ染131:'が脚す傾向が認められ

た.lP,'=HHl撒佃よ旭知性3'kは4の所についてのみ

tj/Jこい,撒仙'.慨 は娼thJJtが0とな り,相当期間は感
触1)i:が 1以 (･_に回niしないLii.合を布効であったと判定

した･ .

実 験 結 果

三三円'̂'駅 :スタリーニンケ試版の純米は舘1表に示
した.川いたイ｣磯燐刑はいずれもワクモに対 し極めて

有効で,parnLl)ion,TJhhion,Chlolthion,malathion

は 101イlT･紋で 10000/殺し,Neguvon は以上に比べ

て川かに劣っていた･ allethrinは有機瞬剤に近い殺

虫力を持ち,lindaneがこれに次いでいた.Chloro-

ben2:il.lee,lくehjlLlne,DDT は 103イ汗では充分殺滅

することができず, 硫酸ニコチン,dieldrin,aldrin

の効果は述T=光っていた.

野外Jir駅 :S･､介の:十rXJHiiにmalathion,Chlorthion,

Neguvon, Kelthalle,Chlorobenzilate, allethrin

を柾々の氾比で撒/t]-した後のワクモ感染瓜 の消長は,

Tablcl. Percentmorta一ityofchickenmites

irl screening tests wi山 spray of various

dilutioDSOrSCVCralpesticides,24hoursafter
treatmentat300.

Productatld
perCellt
activeingredient

MoTtality

Dilutionofproduct
lO3 10'i 101

Parathion,20

Tri/Jlion,10

Cム】or血ion,50

Malathion,50

Neguvon千

Lindanc,10

DDT,30

Dicl(lrir),21

Aklrir1.21

Kcl山11.C,1O

Chloroben7,iJaLc,22

AHcdlrin,10

Nicotinesu一fate,40

oo
oo
oo
oo
川
0

0

0

0

+

+
珊

0

1
1
1
1

100

100

100

100

100

10n
斗

o

O

肘

什

100

0

100

100

100

100

100

㈹

仰

川
棚

珊
100

100

1

i ProprietarynameofDipterexorBayerL

13/59forveterinaryuse;finecrysta一of

tcchrlical purity. MoTtality of chickell

mites:州 about90% andmore;廿 about
50% ; 十 aboutlO% orless.
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先に記した指蜘こよって節2裂に綻括して示した. て描かの偶作がようやく発見されるにすぎなかった.

malathionは1000-.80∝順 (0･05-0･0063,00')の 節2円Elの汲布を,Chlorobenlilate撒布にノより無効

4氾皮段荷で6区画に和布し,yi缶 5Aに対しては倍 であった区画とmalathion,Ke]thane,Chlorthion

宜を用いた.0･25,00'以上の区では翌日,生存したダ 1T怖 により校紀 きれなかった区画に ma7atllionの

こは全く認められなくなり,少くとも20日間は軽め 0.025と0.0125,a.'で実施することにより,ワクモの

Table2･ Summarizedresultsofexpcrirr.entcomparingvariouscorlCentrations
oEsixpesticidessprayedinchickcn･houscsinfested with the chicken mite
DenluZnyS.ruSgallEl12ae.

E,oea;iC.:A:'t ･n%Xe?Pnre:7r- sYpunrs;rticeor:#半 券 sDpartaeyed

Infestationindex#

Daysaftertreatment
0 1 2 3 7102030405060

1stapplication

Maladlion P.05 4C I July 25 -4 0 11 -_1 1 2

0.05. L 3D 1 .27 3 0 00 0 .0 0 0 2

0.025 12 .3 Aug.15 3 0 1. 2 3

-0.0125 11A 1.5 .20 3 2% *

0.0063 11B 1.5 2dI 3 3* '*

Neguvon 0.2 6A . 1 -.Juty~25 3 0 0 0 0 0 1**

0.1 9A,D I Aug..14 3 0 0 0 1 1 0 0

0.05 .9C,F l 土4 3ー0 1 1 1 1 1 2 2

Kel血ane 0.125 _3A O.5 July 27- 3 1 1 1 0 0 00 0 0

0.05 5B lt◆ 24 3 3 3 3 2 2 2*#

Chloro- 0.147 - '4A,B 2 Ju7y 25 4 3 3 3 3,3 3* *

benzitate 0.073 _ .6B O.8 25 4 3 3 3 4 4 4若 紫

Alle血rin .0.067 6C O.8 July 25 ･2 0 0 0 1 2* *

0.033 5c o.5 27 3 0 0 1 1 1

0.033 7A 1. .Aug.15 :3 0 0 0

0.017 3B .1 . Juty 27 3 0 0 0′1 0 °0
0.017 7B ,l Aug.15 4 0 1 .1 0 0

2ndapp一ication

告Thenumer王cals0to4wereusedtoexpressthedegreeofmiteinfestationofabattery

dlicken･house.0,nolivingmite; 1,averyfewmiteS;
3,scatteringmedium-si2:edcolonies; 4,largeco一onies.

1::･I:チSubjectedtothesucceedingapp一ication.
-::-†:1-:･iUnit.ofbatteryindicates3.6m inwidth.
半 貴 'X.ATwicetheamouzltOfemulsionwasapplied.

2,afewsma一lcolonies;
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発生が全く認められなくなった.

Chlorthionは 2000-倍 (0.025%)紋につき1度実

施したのみで,後に次第に感染度が低下したが,本滋

皮では充分な効果を発揮できるとは考えられなカそった･

Neguvonは 500-2900倍 (0･2-0･05%)の3区画

に水浴紋の形で撒布し,いずれの場合にも翌日ダニは

全部死滅し,malathion書手料 ナると同様 20日間はダ
ニ個体数の再増殖の幌向はなかった.

Kelthaneは 200倍 (0.125%).と500倍 (0.05%)

紋を2区画に用し丁たが, 0･05% では撒布直後の殺虫

性は認められず, 0.125% で malathion,Neguvon

等と比べ甚だ遅効的に効果を現わし,1週間後にはワ

クモはその区より全く消威した.

Chlorobenzilateは 150倍 (0,147%)と300倍

(0.073%)の2区について実施したが,いずれも促か

のダニ感染度の低下を起させたものの,殆んど無効と

考えるべき程度であった.

allethrin は第1回目に 150-1000倍 (0.067-

0.01%)の4出炭段階を6区画に,･第2回目に2000倍

(0.005%).と4000倍･(0.0025%).を2区画に撒布し

た.0.01% 以上の没皮で翌日感染度は 0とな り,

0.016% 以上では 10日間矧 ま個体数の増加傾向は認

められなかったが,0.005% 以下では殺虫力は著しく

繍少した.

考 察

軽々の殺虫剤を用いたワクモに対するスクリーニン

グ試験で,用いた有機弊剤はいずれも甚だ効力が大き

いことが示されたが,実際的にこれを用いた場合,鶏
に対する中毒作用,産卵低下等の窓彫饗がないもので

あることが最も必要である. その点 malathionはそ

の理馴こ近いものとして矧こ寄生するダニやバジラミ

(Mallophaga)の駆除にかなり用いられ,ワクモ3･12･15)

や トリサシダニの駆除t･6･8,19) に甚だ'有効であること

が認められ,いずれも1又は3%の損皮で鳥の体にtEi

抜擢布されても何らの窓好撃が起っていない.しかし

私の malathionに対する経口急性致死虫の LD50は

3退雛で 200-400mg/kg,1年第で 15Omg/kg6)で,

parathion に対して才ひられた値11)の約 1/10程度で

あるから,裂が有機瞬剤に対しかなり抵抗性が高いと

しても,余り高幻肢で用いれば危険の起る可碓性は少

なくはない:その点本実験で用いたような低氾度であ

れば.価格も数十分の-ですみ,安全性の点では遥か

に理,Lg的である.

malathion以外の有機跨剤 として,Hoffman8)が

■ト.)サシ ダニの駆除 に Bayer21/199,Dipterex

(-Neguvon), American Cyatlamid 4124,

Clllorlhion等を用うることができ, いずれも有効で
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あると報告しているが,ワ.クモに対する試みはmala･

thion以タは 見られない.彼の結果によればトリサシ

ダニに対しmala山ionとC王llorthionの効果はほゞ

等しく,Dipterexは少しく劣っている. ワクモに対

して Chlorthionは ma.lathionに明らかに劣るか,

Chlorthionと Neguvonとの優劣をきめるためには

その実験を残念ながら欠いてしまった.

植物寄生 ダニに対する殺 ダニ剤の内,Aramite,

Dimite,Neotran,ovex,Sulphenene等が トI)サシ

ダニの駆除のために用いられ Neotran2.12)のみが有

効であったが,･Neotranはワ●クモ12)に対しては無効

であった. 最近ワクモに対し･Chloroben2;ilate13)が

甚だ有効と簡単に報じられたが,今回の実験の範囲で

は全く舛効と考えざるをえない.本実験を実施するに

いたった発端は,当養鶏場で同年春以来ワクモが多発

したため,鎧会へのクレオソ- ト塗布とChloroben･

zilateの再回撒布を行なってきた鞍,I,防過はおろか感

鞄がより広まり繁殖もはげしくなってしまったことに

一部は帰因しているのである.これらの殺ダニ剤適用

の結果は他の種額で得られた知識を応用することの甚

だ困難である専制 でもあり,･同様な例としてワクモに

対しては 】indaneより効力の大きい malatllionも,

ウシオマダ戸の助ダニに対してはlindaneの約1/100

以下の効果しかなく,Sulpheneneも殆ど効果を認め

ることができなかった9). ワクモに対し dieldrin,

aldrin は甚だ効果が少なかったが, 同報告9)にはそ

の他 chlordane,toxapheneLendrinがウシオマダニ

幼ダニに殺ダニ効果が甚だ少ないことが示された.

Smith17'は pyrethrins十p王peroTly1butoxideの
0.1-1% 乳剤が ワクモに対し殆んど無効であると報

告しているが,～817ethrin がその結果からの予鰍 こ反

しmalatllion に劣らないような効果を示したことは

注目しなければならない. 一

ヮメモの一世代は約 8-9日で16,,ダニ袋塊中には

ダニの総個体数とは 同ゞ数の卵が兄いだきれる10)こと

は,たとえダニを全滅させたとしても殺虫剤が残効性

や殺卵性を欠けば,̀10日位もすればダニの感染度は元
にもどってしまうことを意味する.即ち殺卵性はr)ク

モに対する殺ダニ性と同様に国史な因子で,この問題

は後に取 りあげたい と考えている. malath王onや

Neguvonの撒布によって,翌日には生存したダニを

全く兄いだすことができない似合でも,充分紋が渉透

しえなかった堅く乾燥した窮糞や宗告の除問にかくれ,

作用をまぬがれたと思われるダニが数日後にはわずか

に発見されるにもか わゝらず,増冠の傾向は20日間以

上の間認められないことは,残効性は少ないが殺卵性

がかなりあることを示している.a.2,a./Neguvonの
ように比較的高い氾度で撒布すれば,残効性によるも
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のの如く繁豹変0の期間が割合に長く続くが.一般的

に云って,襟度を高めても効果を顕著に高めたり,文

字通りの全城を常に期待することはできなかった.し

かし再回撒布の効率はより高く,感染度の回iilが起ら

ない円に malathionの2回日放布をすることによっ

てワクモを全く消滅させた. a11ethrinは 0.017%以

上でも,透かにダニを死滅させているが.0.067% の
時では比較的速かにその個体数が同配し穀卵性の点で

劣ることを示してい18.

孜が国でワクモ駆除のため従来虫も多く･実施されて

いたクレオソート,又は硫酸ニコチン姓祁法は,塗っ

た部分のみ有効なので発会のあらゆる部分を塗らねば

ならず,郊く程労力や金街を要し,没厚紋を使用する

ので宗や人間にしばしば殻等を起している.更に大規

模飼育の場合には,全部塗り終えるには相当の時日を

要し,未処理区からのダニの移動があるので根絶は困

難である.従って本報告に放けるような唄次撒布する

方法は実際的立場からは望ましくない.噴窃群による

撒布法は塗布法に比べれば追かに労力を要せず,動力

を利用すれば当養yJ場程度の規模であれば数時間で完

了してしまうであろうから,再回和布も極めて容易で

あり,文末処理区からの移動による再咽充ての機会を作

り難い.

殺虫剤の抱布に際して,馬の飲料水は撒布後に新し

く扱えるようにした他は,特別の注意をはらわなかっ

たにもか わゝらず,掛ま勿論,撒布者に何らの恋影響

も認められなかづた.産卵に対し,ワクモ駆除による

プラスの彫哲と,中線こよるマイナスの効果のいずれ

かが現われる可維性は,各区画円の個体数が駄黙淘汰

により変動し,撒布前後の産卵記録から有意な差をも

って両因子を解析することはできなかった.

総 括

1) シャーレ内の ワクモ殺虫試験によって para-

tIlion,TriEhion,Chlorthion,malathion,Neguvon

等の有機拷剤が殺虫力が最も強く,allethrin,lindane

等が比較的に優れ,Chlorobenzi]ate,Kelthane,DDT,

琉敢ニコチン等がこれに次ぎ,dieldrin,aldrin等が
I I

虫も劣っていた.

2) malathionの 0.025%, Neguvonの 0.05%,

alle山rinの 0.017%,Kel山aneの 0.13% 以上の

汲皮の乳剤を発会が充分に招れる程度に噴鍔器を用い

て撒布すれば,ワクモは速かに死滅し少なくとも20日

間は認むべき相席を示さなかった.

3) Chlorth王onの0･05%,Kelthaneの0･0年%の

撒布では任かしか効果がなく,CIllorobenzilateは

0.15% では全く無効であった.

4) 絞虫の増加,より高取皮による通用で必ずしも

駆除効果を著しく高めることはできず,凍返しの撒布

でより容易に駆除を完全なものとすることができた.

5) 実験期間中,第や撒布者に対する惑彫蟹は全く

認められなかった.

R68um6

Screeningtestsofthirteenproprietaryproducts

onchickenmites(DermG7iyssu主gallinac)showed

that organophosphorus pesticides, including

parathion,Trithion,Chlorthion,malathionand

Neguvon,werethemosteffectiveandthatallethrin

andlindanefollowedthem inefficacy.

A groupofmitc-infested chickenhouseswith

thesamestandardsofstructureinapoultryEarn

insuburbanTokyo,wereusedtodeterminethe

cbmparat王veeffectivenessofmalathion,Neguvon.

Chlorthion,Ch70robenzilate,EelthaneandalZe_

thrin･Pesticidesprayir'g wasapplied tosome

batterychickenhouseswith bi,ds.･nsideatthe

rateof9】iters,theLulllcapacityofacompression

Sprayer,peraSPaCeOfL3.6×0.6×1.9meters.
Sprayingof0.025%malithion,0.05%Neguvon,

0.1017% allethrin,0.13% KelthaneandofhJ'gher

conpentrationsoftheseproductsalmosteradicated

chickeTlmites,andat一eastfor20daysafterthat

on一yafew mitescou一dbediscoveredbycareful

investigation,butthepopulatioTlneverincreased.

App一ication of0.025% Chlorthionand 0.052./

KeIthaneshowedalittleinhibitoryeffectonmite

infectivity,but0.05,%Chlorobenzilatewasalmost

ineffeclive.

AlthOughpesticideemulsionsandsolutionwere

employedinlargeramountsorhigllerCOnCen-

trationsthan血osementionedabove,血eefrective･

nessofmitecontroldid notimprove 90n5pi-

cuously.Whenrepeate'dtreatmentwascarried

outbeforetherecoveryofthemitepopulation

occurred,miteswerecontro17edmoreeasilyand

completely.

IDuringthefieldexperiments,therewasno

indicationthatanyoEthecompoundsexerteda

detrimentaleffectonlay王TlgllCnSandemp一oyees.
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Botyu-Kagaku,23,60,1958.(with Englishresum阜63.)

11･ 除虫菊有効成分の変質に関する研究 第IV戟 北沿道産除虫菊乾花中のチグ･)ン矧 こ
就いて.勝田耗郎 ･近本惟好 (大日本除虫菊株式会社研究所)33.3.25受理′

北海道産特殊品柾の除虫菊乾花及びそのエキス中にチグ.)ン骸の存在を発見し, 然もこの酸の大部

分が高級アルコ-ルとのエステルとして存在することを碓認した. チグ.)ン骸は現行のすべての

ピレト.)ン定虫法で,ピレトリンⅠ与して定員加昇きれるので,かゝる品種のピレトリン値の誤差

の重要な原因となることを指摘した.

除虫菊乾花抽出エキス中に含 まれ る蔚-菊酸及び

第二菊敢以列の有機敬郡に関しては,既にJ.Ripertl),

･F.Acree℡J等の報告があるが,.武居等与)は更に数柾

の有械酸の存在を追加篠認し,これ等の右横酸がSei ト

の厳法 (pyrethrin萩定立法)に及ぼすfU撃に就いて

明らかにし,これをもとにして現在我国の公定法とな

ってゐる所謂 `̀武居法"を設定した.

著者等はさきに除虫菊乾花貯蔵中に於けるpyre-し

thrin菊の変質に関して報告してきたが,既報1)に於

て一部触れたように,paperchroniatographyiとよっ

て産地,品種などを只にする各種除虫菊花中に存在す

る願成分を検索中,北海道産特殊品種の除虫菊花及び

そのエキス中に,従軍報告されていない有機勲の存在

することを新たに発見し.これがチグリン酸であるこ

とを擢認した.'fグ.)ン矧 ま本邦内地産の乾花及びそ

のェキス中には見.Lljされず,北海道産の特殊品種の花

にのみ検出され ′且つ又 papercIlrOmatOgram の

spot から判断して可成り著しい畠の存在が予想さ.n

た.PaperchromatograpIl分離法と~しては野田等･57

の逆相法に従抄,固定溶媒としてtetralinを用Lh移動

溶媒として methanol-aceticacid-tetralin(10:1:1)

を摂んで,炉紙上に展開させ bromo-cresolgreenで

発色させる方法を採用した.この方法による節-菊酸

60

及びチグ.)ン骸の Rf位は夫々0.65及び 0.77であ

った. そこで逆相 ぐhromatogram に特異な sp?tを

･与えるこの北街道産の特殊品柾の乾花を petroleum-

ctherで抽出して得たエキスを alkali加水分解し,

BaCl2処理法によっ七水に不浴性の Ba塩をー除去し

て得られた慣性物質を蒸溜し,節-菊酸の前沼分に相

当するbp.95-100O/12mmの部分からmp.64-50
のチグ.)ン散を純粋に印離した.この取の同定はmp.

分析,水素添加,Br吸収など文献記載との完全なる

一致と,更に′etllyla-bromopropionateとaceta11e･

hydeとの Reformatsky 反応によって合成したチタ

.)ン願の校本試料との混融試験によっても確認した.

次にこのチグ.)ン酸が除虫菊乾花中に如何なる形態で

存在するかを知るために,北海道産の特殊品柾花のエ

キス中の遊脚 旨肪酸ヨ丘びに巾吐物を alkn1i加水分節

して得られた酸祝とに就いて,夫々papT chroma･
tographyを用抄て検索してみた結果,節-菊酸及び

チグ.)ン矧 まいづれも遊離酸の形態でエキ大中に任か

に存在しているが,大部分は ester態として存在して

いることが明らかとなった.

新鮮花については検討しなかったq)で,エキスの遊

離敢中に輸出した第一菊敢及びチグ')ン駿が当初から

遊離態で存在したものか,或はエキス抽出孜作中に


